
平成 27 年度第６回理事会  

 

日 時：12 月 15 日(火) 19:30～20:45 

場 所：鹿児島女子高等学校セミナーハウス 

出 席：鮫島、隈本、木佐貫、伊藤、持増、濱田、土器屋、末吉、中曲瀬、遠竹、横山 

委 任：米澤、神丸、西谷、小園、鶴留、福嵜 

 

議 題: 

１ 各大会について 

(1) 九州高校春季大会 

ア 2月 12 日(金)～2月 14 日(日)開催 

イ サンアリーナせんだい、いちき串木野市総合体育館、薩摩川内市樋脇体育館の３会場で実施。 

ウ 人員確保が大きな課題 

 (ｱ) 県高校新人大会に出場するチームに１名以上役員として協力するよう要請。 

 (ｲ) 中学、ミニ、クラブ等からも積極的に協力を行う。 

 (ｳ) 国体をはじめとする今後行われる大会を視野に入れた人員の割り振りを行う。 

エ 木佐貫常務理事を中心に今後準備を進めていく。 

(2) ＷＪＢＬクォーターファイナル 

 ア 2 月 20 日(土)…いちき串木野市総合体育館 

   2 月 21 日(日)…県総合体育センター体育館 

   2 月 22 日(月)…県総合体育センター体育館(第 3戦目まで実施される場合) 

 イ 各会場で２試合ずつ実施予定。 

 ウ 組織表の作成、人員の割り振り、観客動員に向けての取組を早急に行う。 

 エ 隈本常務理事を中心にライフ＆スポーツ鹿児島と連携を図り準備を進める。 

 (3) サミット 2016 

  ア 3 月 12 日(土)、13 日(日)…県総合体育センター体育館 

  イ 強化の観点から招待チームや実施する試合を決定する。 

  ウ 中曲瀬強化委員長を中心に準備を進める。 

 

２ 平成 32 年国体に向けて 

 (1) 保健体育課、ハローワークと連携し、成年選手の就職斡旋を行うことになった。 

 (2) 鹿児島でのプレイを希望する有望選手がいないか、協会として情報収集を行う。 

 (3) U-16 コーチングスタッフ公募についての現在の応募状況の報告があった。 

 (4) 各種別の強化方法についての報告があった。危機感を持って準備を行うことを確認した。 

 

３ ＪＢＡ関連 

 (1) バスケットボール議員連盟の設立について等、ＪＢＡの現状について鮫島専務理事、木佐貫常

務理事より報告があった。 

 

４ その他 

 (1) クラブより、現在１である九州クラブ選手権の出場枠増に向け、南日本リーグ等と連携をとり、

各クラブチームに県協会への登録を呼びかけていくことが報告された。 

 (2) 強化委員会から、中学３年生対象の練習会の状況、都道府県対抗に向けての県代表選手の選抜

等についての報告があった。 

 (3) 県代表の選手選考については、選手選考の基準を文書化し、開示できる準備を行っていること

の確認を行った。 

 


